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科学を
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ことか ら広がる子どもの学びの可 能性
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【キーワード】 「知識伝達 → 事例化」学習，科学の枠組み ， 粒子 モ デル

1　 はじめに

　私の 今まで の 小学校現揚 で の 教育実践、と りわ け

理科の 授業にお い て は、子 ど も達の 素朴概念か ら自 ・

らがつ くる概念 へ の 変容の 過程を大切に し、「探究の

理科」すなわち、
「発見主義」に基盤を置い てい る理

科を行 っ て きた。 探究活動が科学的で ある と言 え る

の は、それが、「科学の パ ラダイ ム」 に則 っ て 行われ

る時で あ る （進藤、2002）。授業改善の 方向は、「今

日の 授業方法が、発見学習に片寄 りすぎて い ない か 」

「知識 の 定着を
一

層図 る授業を増やすべ きで は ない

か 」とい う問題を解決する こ とに ある Oll上、2003）。

　私も常 々
、 子 ども達の考えの変容を大切に するあ

ま り、本来理科がもっ て い る科学の 不思議さや尊さ

を子 どもたちが感じて い るの だ ろうか と疑問に思う

こ とがあっ た。そ こ で 、科学を
“
教える

”
こ とか ら

広がる子 ど もの 学び の 可能性を探 る こ とを 目的 とし

た実践研 究 を、福岡の 小学校の 先生たちと協力 して

行 っ て い る。

2　 2 段階の 学習指導

　子ども達に、科学を
“

教える
”

こ とと、その 科学

を子ども達自らが生 か して 発展 した学習を行 うこ と

がで きる ように、「知識伝達→ 事例化」 学習、及び 子

供たちが学ぶ べ き科学を定義するために 、 科学の 枠

組み と して、汎用性 の ある知識を子 ども達に教授し、

それらを再現し、応用させ る単元を仕組んだ、

3　電流概念獲得の ための 粒子 モ デル

　汎用 可 能な電流の 概念獲得 を 目指 して、子 ど もた

ちに科学 の 枠組みとして 、粒子モ デル で 提示するこ

とが有効 で あ ると考え た。具体的 に は以下の よ うな

視点を持っ た粒子モ デル を用い た。

　これ らの 概念は多くで用 い られ てい る水流モ デル

よ りも、電流の 向き、つ なぎ方に よ る電流の 大きさ、

他 の 電池 へ の 考えの 利用などが 説明 しやすい と考え

る。また、実際の 電子 の 概念 に近い の で、中学校理

科 、 高等学校物理 へ の 発展が
一
層期待で きる。

4　実践 1 ：第 3学年 「豆電球に 明かりをつ けよう亅

  実施日 平成 16 年 9月

  調査対象

　　 福岡県 H小学校　第3 学年 3 学級 ．（91 名）

　　　　（実験群 A1，A2・・61 名 ：統制群 B1− 30名）

  実験群の学習指導の流れ
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  授業の実際

　豆 電球に明か りをつ け る活動 を行 っ た 後 に、子 ど

も達に回路の 中で 何が 起 こ っ て い るか を尋 ね て み た。

しか し、子ども達は 豆電球が光るとい う現象にの み

興味をもっ て い て、そ れ らを科学的 に見 ようとした

発言 は得られなか っ た。そ こで、教師が粒子 モ デル

を用い て 電流の 概念に つ い て 説明 した。ま た、子 ど

も達に も実際にモ デル を用い て粒を流させ 、どの よ

うなこ とが 起 こ っ て い るか を体感させ た。ま た、次

時 におい て も、電気が 通る とい うこ とは どの よ うな

こ とかを説明す る こ とで 、 子 ども達が電気を通す も

の につ い て の 仲間わけを十分に理解す る こ とがで き

た。以下は、活動後の 子 ども達の 感想で あ る。

　どち らの 活動後も、子 ども達は 「粒」 や 「流れ」

を十分に 理解するこ とが で きて い た。 3年生．の 子 ど

も達に とっ て も、 粒子 モ デル を用 い る こ とで 電流の

概念をつ か ませ る こ とが可 能で あ る こ とが明 らか に

なっ た。

5 実践2 ：第4 学年 「電池の はたらき亅

　こ こ で は、前年度に学習 した内容が保持 され てい

るか、また 事例化の 段 階で の 子 ど も達の 追究を調査

するため に N

’
同 じ調査対象で 行っ た、

  実施日 平成 17 年 5月〜6 月

  調渣対象

　　　福岡県 H小学校　第 4学年 3学級 （90 名）

　　　　（実験群 A2・・30名 ：統制ev　Al，　Bl・・60名）

  実験群の 学習指導の流れ

  授業の実際

　電流の 向きに つ いて 子 ども達 に粒子 モ デル を用 い

て 説明させ た 。 子 ど も達は モ
ーターの 回転の 方向の

違い から、モ デル で の板 （導線）の傾きに 目を向け、

反 対に し、粒を流 し説明で きた。また、次時の直列

つ なぎと並列 つ なぎの 説明で は、乾電池を縦に並べ

傾きを大きくするもの が直列つ なぎ、働 く人が二 人

に な っ て
一
緒に働 くの が並列 つ なぎと自分たちで 説

明する こ とが で きた 。

直歹わ な ぎを説明する子ども　 並歹rDなぎを説 明す る子 ども

  概念の 保持

　 3 年生 で 身に つ けた科学の 枠組み を使 っ て、繰 り

返 し説明させるこ とで、子 どもな りの 科学の 枠組み

の強化が見 られた。

  事例化で の 追究活動

　実験群の 児童 に おい て は、以 下 の ような追究活動

を自分 で 設 定 し、意欲的に問題解決を行 う姿が見ら

れ た 。 統制群よ りも幅広 い追究活 動を行 っ た。

　○　乾電池の 数を増やした直列回路の追究

　○　果物電池、木炭電池作 り

　○　回路 を生か したおもちゃ作 り　　 など

　追究活動の 終末に は発表 の場を設定 した。そ こで

は、電気の粒子 をもとに、説明する姿が見られた。

6　 まとめ

小学校段階の 子供 た ち に とっ て、粒子モ デル を用い

るこ とで、電流 の 概念 が 獲得可能な こ とが明 らか に

なっ た。今後は科学 の 枠組み の 体系化をより目指 し

た 「知識伝達 → 事例化」 学習の 可能性を探りたい。

主な参考 ・引 用 文献

・ 進藤公夫（2002）『さよ うな ら ， 発 見主義』， 日本

　　理科教育学会近畿支部大会要旨集， p13
・川上昭吾（2003）『教え の復権を め ざす理科授剰 、

　　東洋館出版

一103 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


